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十月の声を聞き、気候もようやく秋めいてまいりました。皆さま､お元気でご活躍のことと思います。ワールドカップカター

ル大会の開催まで、あと 2 ヶ月を切りました。本大会は、サッカーW 杯としては史上初の冬開催です。開催地カタールと日

本の時差は 6 時間で、試合時間は深夜～早朝が多くなります。日本代表はグループＥ。近年で一番厳しいグループに

入ってしまったといわれています。グループＥは、ヨーロッパ枠から最強格のスペイン、ドイツ。北中米カ

リブ海枠からコスタリカが入っています。とにかくチャレンジャー精神を持って強豪国に食いついていって

欲しいです。大会は 11/20 に開幕し、12/18 が決勝戦となっています。開幕戦と決勝戦は、ルサイル アイコ

ニック スタジアム（ このワールドカップの為に開発されているドーハの北部に位置するスタジアム ）で行われます。 
日本代表日程●11/23 対ドイツ (22:00～ )●11/27 対コスタリカ (19:00～ )●12/1 対スペイン (28:00～ )中村  
 

 
 

２０２２年７月末時点で、登録数が事業社登録１８万社以上、技能者登録数９５万人以上に達し、建設工事の担

い手の育成確保に向け、技能労働者等の適正な評価をするため、CCUS（キャリアアップシステム）の活用状況を

加点対象とされます。 ※令和５年８月１４日以降を審査基準日とする 

 

審査になる対象工事とは？ 

審査基準日※一年以内に発注者から直接請け負った建設工事で、日本国内の工事、建設業法で定める５００万円以上

の工事（建築一式の場合は 1,500万円以上）。ただし、災害応急工事は含まれません。 

加算される評点は？ 
審査対象工事のうち、民間工事を含む全ての建設工事で該当措置を実施した場合 評点１５点 

審査対象工事のうち、全ての公共工事で該当措置を実施した場合 評点１０点 

加点になる要件とは？ 
①キャリアアップシステム上での現場・契約情報の登録 
②建設工事に従事する者が、就業履歴データ登録標準ＡＰＩ連携認定システムにより、入退場履歴を記録できる措

置を実施していること。 

③経営事項審査申請時に、所定の誓約書を提出すること。 

詳細 https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/const/content/ccus_publicworks_block_2_mlit.pdf 

（佐久間） 

知っちょい得 
改正により貸金等債務だけではな

く、賃借人の賃料に関する保証等（賃

料の他、介護や医療施設の利用料に

関する保証等継続的な契約に伴う保

証が想定されます。）に関しても極度

額の定めが必要になりました。但し、

貸金と異なり賃借人の賃料に関する

保証等に関しては保証期間の制限に

ついては適用がされないままになっ

ています。さらに貸金等債務に関し

ては主債務者が破産した場合には元

本が確定され、根保証は終了となり

ますが、その他の賃貸借等に関する

根保証に関しては主債務者が破産し

たとしても終了せずに継続すること

になっています（続く）。 

 弁護士渋谷和洋 
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Ｑ.当社では建設業許可で「常勤

性」が求められている取締役員が

テレワークを活用し、週に１度の

頻度で出社していますが、こうい

う勤務状況は建設業許可に求めら

れている「常勤性」に反しないで

しょうか？ 

 

Ａ.テレワークを活用する場合

でも、営業所への常勤性の要件

は従来から変更はありません。

営業所に常勤している場合と同

様に、業務が行える環境である

こと、社会通念上、営業所に通

勤可能なことが審査において求

められます。必要に応じ、テレ

ワーク先の環境、連絡体制、勤

務管理などの状況も確認されま

す。（都知事許可の場合） 

（佐久間） 

十三夜とお月見団子 

９月の十五夜、１０月の十三夜に欠かせな

い月見団子。団子たちが並んで備えられて

いるイメージが強いですが、元々は収穫を感

謝、お祝いし、秋に収穫した芋、豆などの穀

物をお供えしていましたが、だんだんとお米

でつくったお餅やだんごをお供えするように

なったと考えられています。 

主に関東では、お餅を丸めたものが多い

ですが、京都を中心とした関西の一部では、

白いお餅の半身に、

こし餡をまとったもの

になります。 愛知県

では💧型をした白、

桃色、茶色の３色の

お餅が主流だそうで、地域によって様々な月

見団子。２０２２年の十三夜は８日の土曜。十

五夜と十三夜は合わせてお月見を行うと縁

起が良いものとされています。（佐久間） 

 

https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/const/content/ccus_publicworks_block_2_mlit.pdf

